
 
１ 視察先等について 
 

視察日程 検討内容等 

1/15～1/16 
〇 品川区立豊葉の杜学園視察（義務教育学校における CS） 

【土田委員】 

1/31～2/1 

〇 さいたま市教育委員会（将来的なまちづくりを意識した CS） 

〇 三鷹市教育委員会（小中一貫教育を基盤とした CS） 

【東間委員長、駒ヶ嶺委員、山澤委員、中野委員（※）】 

※ 中野委員はさいたま市のみ 

2/5～2/6 

〇 岡山市立岡輝中学校（幼稚園まで含めた中学校区を基盤とした CS） 

【出口副委員長、小田委員、川又委員、坪井委員、中野委員、新津委員、矢吹委

員】※2/21 に東間委員長は別途訪問 

2/21 

〇 小樽市立朝里中学校（学校運営協議会の運営状況視察） 

【出口副委員長、小田委員、川又委員、駒ヶ嶺委員、白川委員、坪井委員、中野

委員、新津委員、矢吹委員、山澤委員、藤田委員、間所委員】※3/18 に東間委員

長は別途訪問 

2/26～2/27 

〇 和歌山県立桐蔭高等学校（高校の特色を生かした CS） 

〇 和歌山県教育委員会 

【尾崎委員】 

 

２ 視察内容を踏まえたコミュニティ・スクールについて 

コミュニティ・スクールとは何か                        

⑴ 学校運営協議会の委員とは 

教育の当事者（評論家ではない！）※校長の代わりでもない 

学校の応援団であり、校長の辛口の友人 

⑵ 運営協議会では何をするのか 

熟議を行い、当該地域の子どもをどのように、よりよく育てるのかを話し合う 

★ 熟議テーマ例 

  育成を目指す子ども像、教育課程に学校運営協議会の取組を位置づけるためには、学校の

現状と課題、生徒指導上の問題を改善するためには、学校支援について保護者・地域ができ

ること（役割分担）、学校行事を含めた行事等の進め方など 

⑶ 運営協議会と既存の団体との関係性 

「運営協議会が決定者で既存団体が下請け」という関係ではない 

運営協議会で話し合った内容をそれぞれが所属する団体へ持ち帰りその団体での活動

を自ら考えることが基本（どこにも属さない（複数にまたがる）活動はｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰが調整） 

 

コミュニティ・スクールのメリット                      

〇 保護者、地域（各種団体含む）と共通のねらいで子どもを育てることができる。 

※ 地域の子どもの様子や学校での子どもの様子の情報共有もできる。 

〇 学校がやりたいこと・みんなでやるべきことに対して、保護者や地域と一緒になって実施するこ

とができ教育の質の向上や子どもの安全安心に寄与 

EX.放課後学習、各種検定、キャリア教育、防災教育、あいさつ運動、パトロール活動、地域の方

による教材園の管理、学校掲示板の装飾など 

〇 学校が判断に悩むことについて、協議会で意見を聞くことができる。 

〇 地域の人たちのネットワークの構築にもつながり、地域活動にもプラスの影響。 

⇒ さいたま市や三鷹市、岡山市では最終ゴールを、学校を核とした地域づくりに設定してい

る。 

 

 コミュニティ・スクールの課題                         

 〇 地域や学校の差が大きい（学校からの報告で終わってしまう学校も） 

  ※ 活発なところは協議会の回数が年８～１２回。但し、視察先の多くの平均は３～４回 

 〇 負担については、管理職に一定程度の負担があるとの話はあったが、学校全体として大きな

負担があるという話はなかった。 

他都市視察の振り返りについて 

R5.3.30 第二回在り方検討会議 追加配布資料 



 

コミュニティ・スクールの肝（視察先の方々が特にお話しされていたこと）                           

 〇 熟議 

 どの教育委員会でも熟議の大切さが語られていた。 

★ 熟議とは 

「熟慮」と「議論」を重ねながら、共通認識・課題解決をしていくこと 

★ 何のためにするのか 

お互いの立場や役割を理解し、次第に解決策が洗練され、誰もが納得して自分の

役割を果たすことができるため 

〇 人選 

  当事者意識を持てる人に如何に参加してもらうか。 

〇 校長先生の役割 

  校長先生のリーダーシップ（自らの言葉でＣＳを語れる校長先生を如何に作るか） 

〇 ＣＳの育成 

  最初から完璧を目指すのではなく、ＣＳを育てるという意識 

 

 ※ 岡山市の成熟度イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会として行うべき支援                         

〇 研修（校長だけでなく、教頭や事務職員、コーディネーターまで幅広く） 

〇 コーディネーターの配置等予算措置 

 ※ コーディネーターの仕事は教育ボランティアとの調整、地域との窓口、協議会の事務補助など 

〇 好事例の紹介（小中学校） 

〇 ハンドブックの作成やマニュアルの作成 

〇 教育委員会が CS 導入や運営について相談に乗れる体制（独り立ちできるまでの伴走体制） 

 

 その他                                      

〇 幼稚園は単独で立ち上げる場合、小学校と委員が重複することがあるため、小学校と合同で

立ち上げるという方法もある 

〇 高校、特別支援については、校区が広く、地域の設定が小中学校とは異なる。また、

特色が必ず学校の中にある（小中学校の特色は地域の特色であることが多い）ため、学校の特色

を生かすための CS というスタンスで進めることが良いと考えている。 

〇 ＣＳでは子どもの意見を取り入れるべきという話もあり、三鷹市では規則に以下の記載あり。 

協議の充実を図るとともに、児童及び生徒の意見を十分尊重するため、対象学園の

児童及び生徒の意見を聞く機会を積極的に設けなければならない。 

〇 三鷹市では、地域との連携を深めるため、スクール・コミュニティカレンダーという学校

や地域のイベントが一つになっているカレンダーを毎年作成している。 

他都市視察の振り返りについて 

カレンダーの画像は

三鷹市にしみたか学

園 HP からの転載 


